
  

  

  
  
  

  

  

  

  
    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

◎◎入入院院前前ののササーービビスス内内容容等等ににつついいてて  

  【【そそのの他他（（特特記記事事項項））】】へへのの記記載載、、ももししくくははケケアアププラランンをを添添付付ししててほほししいい。。  

◎◎再再入入院院時時ににつついいてて  

  再再入入院院時時ににつついいててもも、、AADDLL 等等にに変変化化ががああるる際際ははそそのの部部分分をを修修正正しし、、提提出出ししててほほししいい。。  

    
  

「「早早期期にに連連携携シシーートトをを持持参参いいたただだけけたたたためめ、、ススムムーーズズにに入入院院のの受受入入れれががででききたた。。」」  
  

患患者者：：７７９９歳歳  男男性性  腎腎臓臓病病でで透透析析治治療療ののたためめ当当院院にに通通院院  妻妻とと２２人人暮暮ららしし  

→→介介護護ししてていいたた妻妻がが病病気気にによよりり当当院院でで手手術術をを受受けけるるここととととななりり、、そそのの間間介介護護者者がが  

いいななくくななるるたためめ、、夫夫のの一一時時的的なな入入院院先先がが必必要要ととななっったた。。  

    

◎◎連連携携シシーートトにによよるる情情報報提提供供及及びび連連携携ししててよよかかっったた点点  

  夫夫がが元元々々当当院院へへ通通院院ししてていいたたたためめ、、すすぐぐにに夫夫のの連連携携シシーートトををケケアアママネネジジャャーーにに当当院院へへ持持参参ししてて

ももららいい、、主主治治医医ややケケアアママネネジジャャーー、、MMSSWW 等等とと夫夫のの今今後後のの生生活活ににつついいてて、、意意見見交交換換ががででききたた。。早早

期期にに AADDLL やや生生活活環環境境等等をを把把握握ででききたためめ、、夫夫もも当当院院でで入入院院をを受受入入れれるるここととがが出出来来たた。。  

    

◎◎病病院院担担当当者者のの感感想想  

急急遽遽入入院院がが必必要要ととななっったたがが、、連連携携シシーートトのの早早期期のの提提出出にによよりり、、夫夫のの入入院院のの受受入入れれががススムムーーズズにに

出出来来たた。。ままたた、、夫夫婦婦ととももにに当当院院にに入入院院ししたたここととにによよりり、、夫夫婦婦のの安安心心ににもも繋繋ががりり、、退退院院にに向向けけたた支支

援援ももししややすすかかっったた。。  

連連携携シシーートトはは、、入入院院前前のの生生活活環環境境等等のの把把握握ががでできき、、ススムムーーズズなな退退院院支支援援にに繋繋ががりりまますす。。ままたた、、

そそれれををききっっかかけけににケケアアママネネジジャャーーのの皆皆様様とと顔顔のの見見ええるる関関係係ががででききるるここととをを望望んんででいいまますす。。  

ししかかしし、、現現状状ととししてて連連携携シシーートトがが提提出出さされれるる場場合合ととそそううででなないい場場合合ががあありりまますす。。医医療療・・介介護護

ササーービビススをを切切れれ目目ななくく提提供供すするるたためめにに、、重重要要なな情情報報共共有有ののツツーールルととししてて今今後後ももぜぜひひ活活用用ししてていい

たただだききまますすよようう、、どどううぞぞよよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。  

    

（（発発行行））  台台東東区区  健健康康課課  医医療療連連携携担担当当    電電話話::（（５５２２４４６６））１１２２１１５５  
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